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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

２
月
14
日
（
土
）
午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分

講
師　

田
辺
隆
氏
（
保
団
連
副
会
長
）

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

無
料

※
14
日
は
終
了
後
懇
親
会
（
無
料
）、
要
事
前
申
し
込
み

会
員
学
習
会

歯
科
診
療
報
酬
改
定
の
行
方
と
電
子
請
求
の
課
題

会
員
学
習
会

日
時　

２
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

講
師　

芝
田
英
昭
氏
（
立
教
大
学
教
授
）

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

無
料

地
域
包
括
ケ
ア
構
想
と
課
題

期
間 

２
月
26
日
（
木
）
〜
３
月
13
日
（
金
）

時
間
帯　

一
人
に
つ
き
２
時
間　

　
　
　
　

①
10
時
〜　

②
13
時
〜　

③
15
時
〜

会
場　

保
険
医
会
館
３
階
会
議
室

担
当  

協
会
顧
問
税
理
士
団
及
び
経
税
部

会
費　

 

原
則
２
万
円
（
医
業
以
外
の
所
得
や
複
数
人
数
分
の

ご
相
談
は
別
途
費
用
）

※
医
業
以
外
の
所
得
（
譲
渡
等
）
が
あ
る
場
合
は
、
予
約
時

に
必
ず
お
申
し
出
く
だ
さ
い

「
確
定
申
告
個
別
相
談
会
」（
事
前
予
約
制
）

日
時　

２
月
19
日
（
木
）
午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

伊
藤
幸
子
氏
（
協
会
医
業
税
理
士
団
）

会
費　

会
員
・
家
族
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

確
定
申
告
対
策
直
前
セ
ミ
ナ
ー

２
０
１
５
年
確
定
申
告
の
ポ
イ
ン
ト
〜
税
制
の
改
定

点
と
医
業
税
制

日
時　

２
月
22
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

足
立
融
氏
（
鳥
取
県
米
子
市
開
業
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

２
月
度
生
涯
研
修

訪
問
歯
科
診
療
を
当
た
り
前
の
こ
と
に
〜
歯
科
に
求

め
ら
れ
る
も
の

日
時　

２
月
22
日
（
日
）
午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

竹
内
憲
民
氏
（
松
原
徳
洲
会
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部

長
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

南
河
内
地
区

口
腔
外
科
疾
患
の
ピ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ル
〜
医
療
訴
訟
を

避
け
る
た
め
に
〜

空
襲
で
焼
け
た
堂
島
大
橋
（
右
）

延
焼
を
防
い
だ
福
島
紡
績
会
社
の
壁
（
上
）

藤
田　

進
さ　

　

ん
（
河
内
長
野
市
）

　

本
紙
で
連
載
中
の
会
員
投
稿
企

画
「
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ　

あ
の
日

あ
の
頃
」
の
挿
絵
を
描
き
続
け
て

25
年
。
今
春
、
連
載
は
３
０
０
回

目
を
迎
え
る
。
死
別
、
子
ど
も
の

成
長
、
趣
味
…
、
会
員
が
エ
ッ
セ

イ
に
寄
せ
る
テ
ー
マ
は
様
々
。
原

稿
を
じ
っ
く
り
読
ん
で
、
会
員
の

文
章
に
想
い
を
馳
せ
な
が
ら
挿
絵

の
イ
メ
ー
ジ
を
立
ち
上
が
ら
せ

る
。「
重
い
テ
ー
マ
ほ
ど
、
創
作

意
欲
が
わ
く
」
の
だ
と
か
。

　

絵
は
ほ
ぼ
独
学
。
パ
ス
テ
ル

画
、
水
彩
、
ペ
ン
画
、
鉛
筆
画
、

油
絵
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
楽

し
ん
で
き
た
が
、
今
は
一
区
切

り
。
そ
れ
で
も
、「
協
会
か
ら
頼

ま
れ
る
挿
絵
は
、
仕
事
の
合
間
の

い
い
気
分
転
換
。
連
載
が
続
く
限

会
を
開
催
し
舞
台
に
上
が
っ
て
い

る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
は
好
奇
心
。

「
落
語
も
映
画
も
仕
事
の
役
に
は

立
た
な
い
が
、
人
生
の
喜
び
で
す

ね
」

　
　
　
　
　

◇

　

こ
の
欄
で
は
趣
味
や
特
技
な
ど

会
員
の
横
顔
を
紹
介
し
ま
す
。

動
を
継
続
し
た
結
果
、
保
険

業
法
が
再
改
正
さ
れ
、
２
０

１
３
年
に
７
年
ぶ
り
に
募
集

再
開
を
果
た
し
た
こ
と
を
強

調
。
新
規
開
業
者
に
協
会
入

会
と
休
保
加
入
を
訴
え
る
と

と
も
に
、
休
業
し
た
加
入
者

に
速
や
か
に
給
付
で
き
る
よ

う
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

　

委
員
か
ら
は
「
元
気
で
働

き
続
け
て
い
る
会
員
も
多
い

の
で
満
期
年
齢
を
延
ば
し
て

ほ
し
い
」「
他
の
所
得
補
償

保
険
と
の
違
い
を
十
分
説
明

し
、
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
こ
う
」
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
た
。

　

休
保
共
済
会
は
２
０
１
５

年
度
の
新
規
加
入
目
標
を
１

千
人
・
５
千
口
と
し
て
お

り
、
協
会
も
若
手
層
へ
の
働

き
か
け
を
重
視
し
て
取
り
組

む
。
春
の
新
規
・
増
口
の
受

付
期
間
は
４
月
１
日
か
ら
５

月
20
日
ま
で
。

　

協
会
共
済
部
は
１
月
10

日
、
休
業
保
障
運
営
委
員

（
休
保
委
員
）
交
流
会
を
開

き
、
２
０
１
４
年
度
の
募
集

活
動
の
概
要
や
制
度
保
全
対

策
、
委
員
業
務
の
留
意
点
や

給
付
事
例
を
紹
介
し
交
流
し

た
。
27
人
が
参
加
。

　

冒
頭
、
小
澤
理
事
長
が
あ

い
さ
つ
し
、
２
０
０
６
年
施

行
の
改
正
保
険
業
法
に
よ
る

共
済
規
制
以
降
、
協
会
が
適

用
除
外
を
求
め
粘
り
強
く
運

ォ
ー
ク
ギ
タ
ー
は
今
も
た
し
な

む
。
意
外
に
も
、
お
酒
は
一
滴
も

飲
ま
な
い
と
か
。

　

最
近
、
力
を
入
れ
て
い
る
の
は

落
語
。
７
年
前
に
は
繁
昌
亭
で
落

語
講
座
を
修
了
し
、
天
満
屋
金
歯

と
い
う
高
座
名
も
持
つ
。
毎
日
１

時
間
の
稽
古
を
欠
か
さ
ず
、
今
で

は
、
毎
月
の
よ
う
に
地
域
で
落
語

り
描
き
た
い
。
締
め
切

り
と
注
文
が
な
い
と
描

け
な
い
の
で
」

　

自
称
・
道
楽
歯
医

者
。
昔
か
ら
映
画
・
芸

能
鑑
賞
に
目
が
な
く
、

映
画
は
劇
場
で
年
間
で

１
０
０
本
は
観
る
。
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
入
れ
る
と
年
２

３
０
本
に
も
。
文
楽
や

歌
舞
伎
も
好
き
で
、
毎

年
、
四
国
こ
ん
ぴ
ら
歌

舞
伎
（
香
川
の
金
毘
羅

で
行
わ
れ
る
興
業
）
へ

も
足
を
運
ぶ
。
さ
だ
ま

さ
し
の
フ
ァ
ン
で
、
フ

道楽は人生の喜び

保団連夏季号を飾る挿絵（左）と油絵（右）

会
員
会
員  　
　
　
　

フ
ォ
ー
カ
ス

フ
ォ
ー
カ
ス

福
島
区

大阪の大阪の
戦跡

大阪の
戦跡

㉓機関紙協会大阪機関紙協会大阪
坂手崇保坂手崇保

　

戦
前
、
野
田
阪
神
駅
前
広

場
か
ら
新
橋
商
店
街
の
半
ば

あ
た
り
ま
で
、
陸
軍
の
対
空

高
射
砲
陣
地
が
あ
っ
た
。
築

か
れ
た
の
は
１
９
４
２
年
〜

43
年
頃
（
昭
和
17
、
18
年
）

で
大
阪
で
は
最
後
だ
っ
た
。

最
新
鋭
の
高
射
砲
を
８
門
配

備
し
、
弾
は
１
万
㍍
上
空
ま

で
届
く
と
い
う
代
物
だ
っ

た
。
他
の
陣
地
で
は
７
千
㍍

ま
で
し
か
届
か
な
か
っ
た
ら

し
い
。

　

こ
の
あ
た
り
は
元
々
、
借

家
が
立
ち
並
ぶ
長
屋
街
で
、

強
制
疎
開
し
て
高
射
砲
陣
地

が
造
ら
れ
た
。
空
襲
で
陣
地

周
辺
の
被
害
が
比
較
的
少
な

か
っ
た
の
は
、
Ｂ
29
が
上
空

を
避
け
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
此

花
区
か
ら
入
り
、
陣
地
手
前

で
旋
回
し
、
西
区
方
面
に
向

か
っ
た
の
で
、
空
襲
を
受
け

ず
、
古
い
家
が
残
っ
た
と
い

う
の
だ
。

福
島
紡
績
の
カ
ベ

　

淡
路
島
の
野
島
断
層
保
存

館
に
行
っ
た
と
き
、
神
戸
大

空
襲
で
も
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
も
倒
れ
ず
、
焼
け
残
っ

た
「
神
戸
の
壁
」
が
神
戸
市

長
田
区
か
ら
移
設
、
展
示
さ

れ
て
い
た
の
を
見
た
こ
と
が

あ
る
。
さ
な
が
ら
「
福
島
の

壁
」
と
で
も
言
え
よ
う
か
。

　

「
野
田
藤
」
で
有
名
な
下

福
島
公
園
は
か
つ
て
福
島
紡

績
会
社
が
あ
っ
た
所
だ
。
公

園
周
辺
に
当
時
の
遺
構
が
今

も
残
っ
て
い
る
。
大
阪
厚
生

年
金
病
院
の
北
側
、
福
島
４

丁
目
３
あ
た
り
に
何
や
ら
住

宅
に
は
さ
ま
れ
て
高
さ
４
㍍

以
上
あ
り
そ
う
な
レ
ン
ガ
の

壁
が
わ
ず
か
に
姿
を
見
せ
て

い
る
。

　

45
年
６
月
15
日
の
午
前
９

時
〜
11
時
、
Ｂ
29
に
よ
る
空

襲
で
火
の
手
は
広
が
っ
た

が
、
玉
川
地
区
か
ら
の
延
焼

を
こ
の
壁
が
食
い
止
め
た
。

　

１
９
０
９
年（
明
治
42
年
）

７
月
31
日
に
起
こ
っ
た
「
天

満
焼
け
」
と
も
「
北
の
大

火
」
と
も
呼
ば
れ
る
大
火
事

で
も
、
火
勢
は
福
島
ま
で
及

び
、
福
島
紡
績
の
壁
で
鎮
火

し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
煉
瓦
壁
が
壊
さ
れ
ず

残
さ
れ
た
の
は
、
２
度
も
火

災
で
役
立
っ
た
感
謝
と
教
訓

を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
い
う

意
図
な
の
だ
ろ
う
。

堂
島
大
橋

　

45
年
（
昭
和
20
年
）
３
月

13
日
午
後
11
時
45
分
〜
翌
３

時
ご
ろ
、
Ｂ
29
に
よ
る
大
空

襲
で
多
数
の
焼
夷
弾
が
こ
の

付
近
に
落
と
さ
れ
た
。
橋
の

歩
道
に
敷
き
つ
め
ら
れ
て
い

た
木
煉
瓦
が
長
時
間
燃
え

た
。
高
熱
の
た
め
橋
の
欄
干

や
飾
り
石
が
黒
ず
ん
で
、
今

に
残
っ
て
い
る
。
数
千
人
の

戦
災
者
が
燃
え
さ
か
る
堂
島

大
橋
を
渡
っ
て
逃
れ
て
い
っ

た
。
橋
の
上
で
息
絶
え
た
人

も
い
た
と
い
う
。 （
つ
づ
く
）

延
焼
止
め
た「
福
島
の
壁
」

JR野田駅JR野田駅

阪神高速阪神高速

下福島公園下福島公園

堂島大橋堂島大橋

阪神野田駅阪神野田駅
JR海老江駅JR海老江駅

野田阪神野田阪神

共済部

休保委員交流会開く
委員業務留意点など確認


